
No.
ABの割合

（％）

CDの割合

（％）

1 89 10
2 92 6
3 95 3
4 94 5
5 92 6
6 94 6
7 97 2
8 95 3
9 87 3

10 89 10
11 84 8
12 82 13
13 89 10
14 87 13
15 85 13
16 63 27
17 79 21
18 84 15
19 60 35
20 84 16
21 87 10
22 50 50
23 76 23

学校・教師は、けじめをつけるなど、生活規律の向上に努めていると思いますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　令和５年１月２５日
　保護者の皆様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  下多度小学校校長　櫻井　浩樹

　　　　                 令和４年度保護者による学校評価アンケート（後期）の結果について

　厳寒の候　保護者の皆様には益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。日頃は、本校の教育に格別なるご理解とご協力を賜り、感謝
申し上げます。さて、後期の学校評価アンケート結果をまとめました。教職員一同、この結果を真摯に受け止め、子ども一人一人のよ
さを伸ばし、健やかな成長が遂げられるよう、全力で指導していく所存です。今後ともご理解とご協力をよろしくお願い致します。

A:よく思う（している）  B:そう思う（まあしている）C:あまり思わない（あまりしていない）  D:全く思わない（していない）  斜線：わからない

評　　価　　項　　目

学校・教師は、どの子にも分かる授業に努めていると思いますか。
学校・教師は、聞く・話す指導をはじめとした学習規律の向上に努めていると思いますか。

お子さんは、授業の内容を理解していると思いますか。

学校・教師は、思いやりや協力など、豊かな心を育てようとしていると思いますか。
学校・教師は、いじめなどのない明るい学校・学級づくりに努めていると思いますか。
学校・教師は、お子さんの頑張っている姿やよい姿をほめていると思いますか。
学校・教師は、健康な身体づくりやコロナ感染予防対策に努めていると思いますか。
学校・教師は、情報教育や安全教育（命を守る訓練等）に努めていると思いますか。
学校・教師は、情報教育やICTを活用した授業に努めていると思いますか。
学校・教師は、家庭への連絡や情報提供をＨＰ・メール・たより等で積極的に行っていると思いますか。
学校・教師は、地域の環境や人材を有効に活用し、ふるさとの自然や文化を大切にした教育に努めていると思いますか。
学校・教師は、児童理解に努め、相談事や悩みなどについて親身になって応じていると思いますか。
子ども達や教師のあいさつは、よくできていると思いますか。
お子さんは、毎日、楽しそうに学校へ行っていますか。

お子さんは、進んで読書をしていますか。
お子さんは、家庭で学校のことをよく話しますか。

お子さんは、授業中、自分の考えをノートに書いていると思いますか。
お子さんは、毎日自分から家庭で勉強していますか。
お子さんは、家庭や地域で進んで挨拶をしていると思いますか。
お子さんは、正しい言葉遣いをしていると思いますか。
お子さんは、嬉しかったら「ありがとう」、よくないことをしたら「ごめんなさい」と素直に言っていると思いますか。
お子さんは、仲間のよさを自分に取り入れようとしていると思いますか。
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令和４年度 下多度小学校保護者アンケート結果（後期）
系列1

項目

• ⑯「聞く・話す」指導については高い数値になりましたが、「自分の考えを書く」という項目で弱さが見

られました。考えを記述することに苦手意識がある子が多いので、まとめ方の例を示すなど指導方法を工

夫していきます。

• ⑲授業では、誰もが公平な立場で安心して発言できるように、「～さんの意見に付け足しで」など呼称を

「さん」にするよう徹底しています。授業以外でも場に応じた言葉遣いができるよう、機会をとらえて今

後も言葉遣いについて見直す場を設けていきます。

• ㉒読書については読む時間を確保するとともに、低学年のうちから本好きになるよう、図書委員会や読み

聞かせボランティアの方の読み聞かせを継続し、様々なジャンルの本に触れる機会を確保していきます。

また、e-l ibraryについても積極的に活用していきます。


